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女性における全人工股関節置換術後の静的立位中の足底振動刺激の即時効果 

 

 Kosuke Oku, Isao Kawahara, Tatsuya Sugioka, Yasuhito Tanaka, Takuma Hoshiba, 

Norikazu Hirose, Tsukasa Kumai.  
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論文審査の要旨 

 

足底振動刺激（PVS）は下肢の体性感覚情報に基づいた姿勢制御を誘導することで立

位バランスを改善させるが，全人工股関節置換術患者（THA）には応用されていない。

そこで申請者らは 16 名の THA 患者に対して PVS が与える影響を検証した。 

 PVS 前後に開眼・閉眼における立位バランス（COP）を評価した結果，体性感覚情報

に基づいた姿勢制御を反映する閉眼 COP が改善した。 

閉眼 COP の改善は立位バランスの改善に関与することから THA 患者のバランス機能

の改善に対して PVS が有用である可能性が示唆された。この結果は THA 患者に対する

新たなリハビリテーション治療の開発に極めて有用であり，今後本領域の更なる発展に

寄与するものと評価される。公聴会では、PVS の振動強度や頻度、術後の筋力低下の影

響、PVS の効果持続時間に関する質問に対して的確な考察のもとに適切に回答されてい

た。以上より、本研究は参考論文と合わせて医学博士の学位に値するものと評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともにスポーツ医科学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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